
令和6年度中学校武道授業（少林寺拳法）指導法研

究事業〔主催＝日本武道館・少林寺拳法連盟・日本武

道協議会、後援＝スポーツ庁）が６月29日・30日の２日

間、日本武道館大会議室において、研究者５名、研究

協力者４名、連盟事務局１名が出席して実施された。 

本研究事業は中学校武道必修化の充実に向け、 

学習指導要領に準拠し、年間８～10時間の授業時間

想定で、各武道種目の特性を踏まえた指導計画、指

導内容、指導法、評価等について、教育効果の上が

る武道授業（少林寺拳法）指導法の研究会を実施す

るものである。 

■１日目（６月 29日）                      

開講式では、端
はた

春
はる

彦
ひこ

日本武道館振興課長の主催者

挨拶の後、研究者を代表して中
なか

島
じ ま

正
ま さ

樹
き

研究者が挨拶を

述べた。 

開講式終了後、各研究者が実践発表を行った。 

宮
みや

崎
ざき

貴
たか

臣
おみ

研究協力者は授業の回数によって生徒の

少林寺拳法に対する心境にどのような変化が生じるの

か調査することを目的としたアンケートの結果を発表し

た。それをもとに少林寺拳法の良さを最適に伝える授業

時数について、少ない授業時数でも導入としての楽しさ

や技、教えは伝わるが、「誰一人取得漏れがない」という

視点で技の理解や活用を見ると、一定の授業回数が必

要になるであろうと述べた。 

続けて、上
うえ

杉
すぎ

嘉
よし

紀
き

研究協力者が所属校で実施した

少林寺拳法授業の内容や評価の方法について、実際

に生徒が授業で行った団体演武の動画を紹介しなが

ら、発表し、生徒たちに自らの身体で考えさせ、協

力して技を習得させるために、生徒の自主性を促す

問いかけの方法やポイントについて説いた。 

横
よこ

山
やま

駿
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た

研究協力者は、武道経験がなかった自身

が令和 5年度開催の全国指導者研修会への参加をき

っかけに、少林寺拳法を授業に取り入れるまでの経

緯を説明したのち、「私にとっての少林寺拳法を見つ

けよう」をテーマに行った授業内容の発表を行った。 

 中
なか

山
やま

俊
とし

宏
ひろ

研究協力者は石川県小松市における少林

寺拳法の普及展開について実施校の紹介や、少林寺

拳法連盟とスポーツ協会との連携及び、派遣体制の

構築や地域内の研修システムについて発表した。 

中
なか

村
むら

優
ゆう

一
いち

研究者は保健体育科教員に向けた研修会

の実施というテーマで発表を行った。武道未経験者 

や、武道授業に対して不安を持っている教師が少林 

寺拳法に興味を持って、授業をやってみたいと思え

るような研修会にすることを目的に、実際に実施す

ることになった場合の内容やアプローチの方法につ

いて展望を語った。 

安
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田
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智
とし
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ゆき

研究者は「指導の一般化に向けて」をテ

ーマに岡山県での取り組みや、笠岡市・総社市にて

実施した授業についての写真や生徒からのアンケー

トの結果を用いながら紹介を行った。 

 桑
くわ

島
じま

亜
あ

紀
き

研究者はインクルーシブの観点を用いた

少林寺拳法の授業をテーマに発表を行った。子ども

たちの支援のために指導者として、様々な角度や方

法から理解をしようとすることが重要であり、指導

者の行動が子供たちの育つ環境に影響を与えると述

べた。 

 小
お

井
い

寿
ひさ

史
し

研究者は「非認知能力を高めるための少

林寺拳法授業について」をテーマに発表を行った。

生徒が気づき、意識し、成長できるように、教師は

授業内の各場面で仕掛けを行う必要があること。教

員の資質や能力の向上のためには、生徒と価値を共

有することが重要であるということを述べた。  

 中島研究者は「感覚統合の考えを用いた指導」を

テーマに発表を行った。感覚統合とは人間の持って

いる感覚器官を通じて入ってくる複数の情報を上手

く整理・分類し、まとめる機能を指し、感覚統合ピ

ラミッドの図を用いて、具体的な指導の方法や流れ

について説明を行った。 

 

■２日目（６月 30日）                       

2 日目は初日に発表した研究内容をもとに 9 月に開

催する全国指導者研修会の日程や内容の整理、募集

方法・対象の調整を行った。 

閉講式では中島研究者が講評を行い、全日程を終

了した。 

令和６年度中学校武道授業（少林寺拳法）指導法研究事業 


